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(57)【要約】
【課題】カプセル型内視鏡１０の起動操作および停止操
作を確実に、かつ簡単に行うことのできる体内観察シス
テム１および体内観察システム１の駆動方法を提供する
。
【解決手段】カプセル型内視鏡１０が、体内観察部１３
と、無線送信部３１と、体内観察部１３および無線送信
部３１に用いられる電力を供給する電池１５と、交流磁
界信号Ｆを検知する磁界検知部１１と、磁界検知部１１
の検知結果にもとづき電池１５から体内観察部１３およ
び無線送信部３１への電力供給状態をトグル動作で制御
する電源供給制御部１６とを有し、磁界発生装置２０が
、磁界発生部４６と、交流磁界信号Ｆの発生開始を指示
する操作スイッチ４２と、カプセル型内視鏡１０の電力
供給状態を判定する状態判定部４５と、操作スイッチ４
２の指示と状態判定部４５の判定結果とにもとづき、交
流磁界信号Ｆの発生を制御する磁界発生制御部４３と、
を有する
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の内部に導入する体内観察装置と、制御信号を発生する外部制御装置とを具備す
る体内観察システムであって、
　前記体内観察装置が、
　　前記被検体の体内情報を取得する体内情報取得部と、
　　取得する前記体内情報を無線信号により伝送する無線伝送部と、
　　前記体内情報取得部および前記無線伝送部に用いられる電力を供給する電源部と、
　　前記外部制御装置からの前記制御信号を検知する信号検知部と、
　　前記信号検知部の検知結果にもとづき、前記電源部から前記体内情報取得部および前
記無線伝送部への電力供給状態をトグル動作で制御する電源供給制御部と、を有し、
　前記外部制御装置が、
　　前記制御信号を発生する制御信号発生部と、
　　前記制御信号の発生開始を指示する操作スイッチと、
　　前記電力供給状態を判定する状態判定部と、
　　前記操作スイッチの指示と前記状態判定部の判定結果とにもとづき、前記制御信号の
発生を制御する信号発生制御部と、を有することを特徴とする体内観察システム。
【請求項２】
　前記状態判定部が、前記無線伝送部からの前記無線信号を検出することにより、前記電
力供給状態を検知することを特徴とする請求項１に記載の体内観察システム。
【請求項３】
　前記信号発生制御部が、前記状態判定部が判定する前記電力供給状態が変化するまで、
前記制御信号発生部が断続的に複数回の前記制御信号を発生するように、制御することを
特徴とする請求項１または請求項２に体内観察システム。
【請求項４】
　前記信号発生制御部が、前記制御信号の発生回数の増加に応じて、前記制御信号の信号
強度を強くすることを特徴とする請求項３に記載の体内観察システム。
【請求項５】
　前記外部制御装置が、
　　前記制御信号の最大発生回数を設定する発生回数設定部と、
　前記信号発生制御部が、前記制御信号の発生回数が前記最大発生回数になるまで前記制
御信号を断続的に発生するように制御することを特徴とする請求項３または請求項４に記
載の体内観察システム。
【請求項６】
　前記外部制御装置が、複数の前記信号発生部を有することを特徴とする請求項１から請
求項５のいずれか１項に記載の体内観察システム。
【請求項７】
　前記信号発生制御部が、前記複数の信号発生部が順に前記制御信号を発生するように制
御することを特徴とする請求項６に記載の体内観察システム。
【請求項８】
　前記外部制御装置が、前記状態判定部が判定した前記電力供給状態を告知する告知部を
有することを特徴とする請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の体内観察システム
。
【請求項９】
　前記外部制御装置が前記制御信号の発生開始を指示する第１および第２の操作スイッチ
を有し、
　前記信号発生制御部は、前記第１の操作スイッチの指示があり、かつ、前記電力供給状
態が遮断状態の場合、または前記第２の操作スイッチの指示があり、かつ、前記電力供給
状態が供給状態の場合のいずれかの場合にのみ、前記制御信号発生部が前記制御信号を発
生するように制御することを特徴とする請求項１から請求項８のいずれか１項に記載の体
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内観察システム。
【請求項１０】
　前記制御信号が、交流磁界信号であることを特徴とする請求項１から請求項９のいずれ
か１項に記載の体内観察システム。
【請求項１１】
　前記体内観察装置が、カプセル型内視鏡であることを特徴とする請求項１から請求項１
０のいずれか１項に記載の体内観察システム。
【請求項１２】
　被検体の内部に導入する体内観察装置と、前記体内観察装置を制御する制御信号を発生
する外部制御装置とを具備する体内観察システムの駆動方法であって、
　前記制御信号の発生開始を指示する発生指示ステップと、
　信号発生部から前記制御信号を発生する制御信号発生ステップと、
　前記被検体の体内情報を取得する体内情報取得部と、取得する前記体内情報を無線信号
により伝送する無線伝送部と、前記体内情報取得部および前記無線伝送部に用いられる電
力を供給する電源部と、前記外部制御装置からの前記制御信号を検知する信号検知部と、
前記信号検知部の検知結果にもとづき、前記電源部から前記体内情報取得部および前記無
線伝送部への電力供給状態をトグル動作する電源供給制御部と、を有する前記体内観察装
置の、前記電源部から前記体内情報取得部への前記電力供給状態を判定する状態判定ステ
ップと、
　前記状態判定ステップにおいて前記電力供給状態の変化を判定するまで、断続的に複数
回の前記制御信号を発生する制御信号継続発生ステップとを具備することを特徴とする体
内観察システムの駆動方法。
【請求項１３】
　前記制御信号継続発生ステップにおいて、制御信号発生回数が所定の制御信号最大発生
回数になるまで前記制御信号を発生することを特徴とする請求項１２に記載の体内観察シ
ステムの駆動方法。
【請求項１４】
　前記外部制御装置が複数の前記信号発生部を有し、
　前記制御信号発生ステップおよび前記制御信号継続発生ステップにおいて、前記複数の
信号発生部から順に前記制御信号を発生することを特徴とする請求項１２または請求項１
３に記載の体内観察システムの駆動方法。
【請求項１５】
　前記制御信号継続発生ステップにおいて、前記制御信号の発生回数の増加に応じて、前
記制御信号の信号強度を増加することを特徴とする請求項１２から請求項１４のいずれか
１項に体内観察システムの駆動方法。
【請求項１６】
　前記制御信号が、交流磁界信号であることを特徴とする請求項１２から請求項１５のい
ずれか１項に記載の体内観察システムの駆動方法。
【請求項１７】
　前記体内観察装置が、カプセル型内視鏡であることを特徴とする請求項１２から請求項
１６のいずれか１項に記載の体内観察システムの駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体の内部に導入する体内観察装置と体内観察装置を制御する制御信号を
発生する外部制御装置とを具備する体内観察システムおよび体内観察システムの駆動方法
に関し、特に電源部を内蔵した体内観察装置を具備する体内観察システムおよび体内観察
システムの駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　被検体の体内の体内情報を取得する体内観察装置として、体内の状態を画像情報として
取得し観察するカプセル型内視鏡が実用化されている。カプセル型内視鏡は被検体の口か
ら飲み込まれることで体内に導入され、自然排出されるまでの間、体腔内、例えば胃また
は小腸などの臓器の内部を蠕動運動に従って移動し、順次撮像する機能を有する。
【０００３】
　体腔内を移動する間、カプセル型内視鏡によって体内で撮像された画像データは、順次
無線通信により外部に送信され、外部の受信機内に設けられたメモリに蓄積される。患者
は、受信機を携帯することにより、カプセル型内視鏡を飲み込んだ後、排出されるまでの
間、自由に行動できる。
【０００４】
　カプセル型内視鏡は、筐体に内蔵した電池から駆動電力を得るが、内部回路等が筐体内
に密閉された構造のため筐体外面にスイッチ等を配設して操作者が起動／停止操作するこ
とができない。
【０００５】
　このため特開平０１－２２４５５３号公報には筐体内に外部磁界によって動作するリー
ドスイッチを備え、カプセル型内視鏡を収容し保管する収納ケースに永久磁石を備えたカ
プセル型内視鏡が提案されている。リードスイッチは２本の強磁性体リードが一端に隙間
を持って相対しガラス管の中に封入されている。リードスイッチは外部から所定の閾値以
上の磁界が印加されると、各リードにＮ極またはＳ極が誘導され、この磁気吸引力により
２本のリードが短絡状態となる。そして磁界が所定の閾値未満になると、リードの弾性に
よりリードスイッチは開放状態となる。
【０００６】
　カプセル型内視鏡は使用前に永久磁石が配設された収納ケース内に収容されている状態
では駆動せず、収納ケースから取り出されることによって永久磁石の影響下から離れ駆動
を開始する。このため上記カプセル型内視鏡は使用開始前に駆動を開始することによる電
池の消耗を防止することができる。
【０００７】
　しかし、前記公知のカプセル型内視鏡では収納ケースから取り出すと起動状態となり、
カプセル型内視鏡は電池を消耗する。そのため、被験者がカプセル型内視鏡を嚥下してか
ら観察したい所望の部位にカプセル型内視鏡が到達する前に電池が消耗してしまい、観察
できないこともあり得る。この場合には、診断を中止して被験者に再度の検査を強いるこ
とになる。
【０００８】
　また、一旦起動した、トグル動作するカプセル型内視鏡を停止するには、カプセル型内
視鏡のリードスイッチに一定強度以上の磁界を印加する必要がある。しかし、このとき、
リードスイッチは磁界検出感度が高くはないため磁力の強力な永久磁石または磁界発生装
置が必要である。また、リードスイッチの磁界検出感度には方向性があるため、印加する
磁界の向きをリードスイッチの磁界検出感度の高い方向に合わせる必要がある。このため
、リードスイッチに印加した磁界強度が不足し、カプセル型内視鏡が操作者の意図に反し
て起動しない場合もある。
【０００９】
　さらに、操作者には、カプセル型内視鏡のリードスイッチに所定強度の磁界が印加され
たかどうか、言い換えればカプセル型内視鏡が起動状態となったかどうかが解らないため
、間違って再び磁界を印加してしまい起動しているカプセル型内視鏡を再び停止状態にし
てしまうこともある。逆に停止しているカプセル型内視鏡を再び起動状態にしてしまうこ
ともあり、カプセル型内視鏡が操作者の意図しない状態になってしまうことがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開平０１－２２４５５３号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は上記課題に鑑みなされたもので、体内観察装置の起動操作および停止操作を確
実に、かつ簡単に行うことのできる体内観察システムおよび前記体内観察システムの駆動
方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成すべく、本発明の一形態の体内観察システムは、被検体の内部に導入す
る体内観察装置と、制御信号を発生する外部制御装置とを具備する体内観察システムであ
って、前記体内観察装置が、前記被検体の体内情報を取得する体内情報取得部と、取得す
る前記体内情報を無線信号により伝送する無線伝送部と、前記体内情報取得部および前記
無線伝送部に用いられる電力を供給する電源部と、前記外部制御装置からの前記制御信号
を検知する信号検知部と、前記信号検知部の検知結果にもとづき、前記電源部から前記体
内情報取得部および前記無線伝送部への電力供給状態をトグル動作で制御する電源供給制
御部と、を有し、前記外部制御装置が、前記制御信号を発生する制御信号発生部と、前記
制御信号の発生開始を指示する操作スイッチと、前記電力供給状態を判定する状態判定部
と、前記操作スイッチの指示と前記状態判定部の判定結果とにもとづき、前記制御信号の
発生を制御する信号発生制御部と、を有することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の一形態の被検体の体内観察システムの駆動方法は、内部に導入する体内
観察装置と、前記体内観察装置を制御する制御信号を発生する外部制御装置とを具備する
体内観察システムの駆動方法であって、前記制御信号の発生開始を指示する発生指示ステ
ップと、信号発生部から前記制御信号を発生する制御信号発生ステップと、前記被検体の
体内情報を取得する体内情報取得部と、取得する前記体内情報を無線信号により伝送する
無線伝送部と、前記体内情報取得部および前記無線伝送部に用いられる電力を供給する電
源部と、前記外部制御装置からの前記制御信号を検知する信号検知部と、前記信号検知部
の検知結果にもとづき、前記電源部から前記体内情報取得部および前記無線伝送部への電
力供給状態をトグル動作する電源供給制御部と、を有する前記体内観察装置の、前記電源
部から前記体内情報取得部への前記電力供給状態を判定する状態判定ステップと、前記状
態判定ステップにおいて前記電力供給状態の変化を判定するまで、断続的に複数回の前記
制御信号を発生する制御信号継続発生ステップとを具備することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、体内観察装置の起動操作および停止操作を確実に、かつ簡単に行うこ
とのできる体内観察システムおよび体内観察システムの駆動方法を提供することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】第１の実施の形態の体内観察システムの構成を示す構成図である。
【図２】第１の実施の形態の体内観察システムのカプセル型内視鏡の構成を示す構成図で
ある。
【図３】第１の実施の形態の体内観察システムのカプセル型内視鏡の回路構成を示す構成
図である。
【図４】第１の実施の形態の体内観察システムの磁界発生装置の回路構成を示す構成図で
ある。
【図５】第１の実施の形態の体内観察システムにおける種々の信号の関係を説明するため
のタイムチャートである。
【図６】第１の実施の形態の体内観察システムの処理の流れを説明するためのフローチャ
ートである。
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【図７】第２の実施の形態の体内観察システムの構成を示す構成図である。
【図８】第２の実施の形態の体内観察システムの処理の流れを説明するためのフローチャ
ートである。
【図９】第３の実施の形態の体内観察システムの構成を示す構成図である。
【図１０】第４の実施の形態の体内観察システムの構成を示す構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
＜第１の実施の形態＞　
　以下、図１～図６を用いて、本発明の第１の実施の形態の体内観察システム１について
説明する。図１に示すように本実施の形態の生体観察システムである体内観察システム１
は、被検体の内部に導入する体内観察装置であるカプセル型内視鏡１０と、カプセル型内
視鏡１０の外部に配置され、カプセル型内視鏡１０の起動操作および停止操作を指示する
制御信号である交流磁界信号Ｆ（以下、単に「交流磁界」または「磁界信号」ともいう。
）を発生する外部制御装置である磁界発生装置２０と、を具備する。
【００１７】
　起動停止装置である磁界発生装置２０は、操作スイッチ４２と、磁界発生制御部４３と
、磁界発生部４６と、無線受信部４４と、状態判定部４５と、表示部４８とを有する。操
作スイッチ４２は操作者がカプセル型内視鏡１０の起動操作または停止操作を行うときに
、起動停止信号である磁界信号Ｆの発生開始を指示するときに用いるスイッチであり、例
えば押しボタンスイッチである。磁界発生部４６は交流磁界信号Ｆを発生する制御信号発
生部である。無線受信部４４は後述するカプセル型内視鏡１０の無線送信部３１が送信す
る無線信号Ｓを受信する。状態判定部４５は無線受信部４４による無線信号Ｓの検出結果
から後述するカプセル型内視鏡１０の体内観察部１３への電力供給状態を判定する。表示
部４８は状態判定部４５の判定結果を操作者に告知する告知部である。そして、磁界発生
制御部４３は、操作スイッチ４２の指示と状態判定部４５の判定結果とにもとづき、磁界
信号Ｆの発生を制御する信号発生制御部である。
【００１８】
　一方、生体情報取得装置であるカプセル型内視鏡１０は、主機能部１７である体内観察
部１３および無線送信部３１と、磁界検知部１１と、電池１５と、電源供給制御部１６と
を有する。磁界検知部１１は磁界発生装置２０からの交流磁界Ｈを検知する信号検知部で
ある。電池１５は主機能部１７の駆動に用いられる電力を供給する電源部である。電源供
給制御部１６は磁界検知部１１の検知結果にもとづき、電池１５から主機能部１７への電
力供給状態をトグル動作で制御する。
【００１９】
　次に図２および図３を用いてカプセル型内視鏡１０の構成についてさらに説明する。図
２および図３に示すようにカプセル型内視鏡１０の主機能部１７は、体内情報取得部であ
る体内観察部１３と無線伝送部である無線送信部３１とを有する。体内観察部１３は、照
明部３２と、撮像部３３とを有する。照明部３２は体内臓器の壁面を照らす、例えばＬＥ
Ｄを有する。撮像部３３は体内臓器の壁面を撮像するＣＣＤまたはＣＭＯＳイメージセン
サなどの固体撮像素子を有する。送信アンテナ３１Ａは、無線送信部３１が無線信号Ｓを
送信するアンテナである。なお、無線送信部３１が無線信号Ｓで送信した被検者の体内の
映像情報は、外部の受信機（不図示）内に設けられたメモリに蓄積される。
【００２０】
　電源供給制御部１６は、電源供給スイッチ１４と、磁界検知部１１からの出力を２分周
する分周回路１２と、を有する。分周回路１２は、例えばＤ型フリップフロップ回路であ
り、入力した電気信号を２分周した信号を電源供給スイッチ１４に出力する。電源供給ス
イッチ１４はＰ－ＭＯＳトランジスタ（Ｐチャネル型ＦＥＴ）であり、ソースは電池１５
に、ドレインはカプセル型内視鏡１０の主機能部１７に、ゲートは分周回路１２に接続さ
れている。分周回路１２の出力信号が電源電圧レベルのとき、電源供給スイッチ１４はオ
フであり、体内観察部１３への電力は供給されない。逆に、分周回路１２の出力信号が接
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地電圧レベルのとき、電源供給スイッチ１４はオンとなり、主機能部１７への電力が供給
される。すなわち、磁界の印加と停止を１パルスとしたとき、１パルス毎に電源供給制御
部１６は、カプセル型内視鏡１０の主機能部への電力供給状態をトグル動作で制御する。
【００２１】
　なお電源供給制御部１６のＤ型フリップフロップ回路は、その他の回路であっても入力
信号を２分周できる回路であればよく、Ｔ型フリップフロップ回路等でもよい。また電源
供給スイッチ１４は、Ｐチャネル型ＦＥＴを用いて構成されるものに限らず、同様なスイ
ッチング機能を有する電子スイッチ等を用いて構成されるものであっても良い。
【００２２】
　磁界検知部１１は、磁界発生装置２０からの交流磁界Ｈを検知する受信アンテナ３５と
、受信アンテナ３５で受電した交流磁界Ｈを整流するダイオード３８と、これを平滑する
平滑用コンデンサ３７と、平滑用コンデンサ３７に充電された電荷を放電する抵抗３４と
を有する。受信アンテナ３５は、二次側コイル３６Ａと二次側コンデンサ３６Ｂとを有す
る共振回路であり、磁界発生装置２０からの交流磁界Ｈの周波数に共振するように調整さ
れている。このため、体内観察システム１はカプセル型内視鏡１０の誤起動または誤停止
がない安定した制御が可能となる。つまり、磁界検知部１１は磁界発生装置２０から印加
される交流磁界Ｈに対しては検知感度が向上してカプセル型内視鏡１０の起動／停止が確
実に制御可能であるのに対し、意図しないような外乱磁場に対しては検知感度が低下して
誤動作することがない。
【００２３】
　磁界検知部１１の二次側コイル３６Ａには、磁界発生装置２０が発生した交流磁界Ｈを
検知（受電）すると電磁誘導により交流電流が発生し、交流電流は整流回路が直流の電気
信号に変換する。そして電気信号は分周回路１２に入力される。すなわち、カプセル型内
視鏡１０は受信した交流磁界Ｈから直流電圧の信号を得るために、磁界検知部１１が磁界
を検知するための電源は不要である。
【００２４】
　次に図４を用いて、外部制御装置である磁界発生装置２０の回路構成について説明する
。体内観察システム１の磁界発生装置２０の磁界発生部４６は一次側コイル４９Ａと一次
側コンデンサ４９Ｂとを有する共振回路を構成している。駆動部４９Ｃは図示しない発振
器からの信号を所望の周波数にするなどの処理を行い磁界発生部４６を駆動し、一次側コ
イル４９Ａは、これに応じた所定周波数の制御信号である交流磁界Ｈを発生する。
【００２５】
　　なお、一次側コイル４９Ａおよび二次側コイル３６Ａは、ヘルムホルツ型コイル、ソ
レノイド型コイル、平面コイルなど何でも良く、その形状に制限を与えるものではない。
【００２６】
　無線受信部４４は受信アンテナ４４Ａにより、カプセル型内視鏡１０の送信アンテナ３
１Ａから発信された無線信号Ｓを受信する。すなわち、無線信号Ｓは被検者の体内の映像
情報であり、外部の受信機に対して送信されている信号であるが、無線受信部４４は無線
信号Ｓを傍受する。そして状態判定部４５は無線受信部４４が無線信号Ｓを受信したか否
かによりカプセル型内視鏡１０が起動状態であるか、あるは停止状態であるかを判定する
。すなわち、カプセル型内視鏡１０が起動状態とは、電池１５から主機能部１７である体
内観察部１３および無線送信部３１への電力が供給されている電力供給状態を意味する。
逆にカプセル型内視鏡１０が停止状態とは、電池１５から主機能部１７である体内観察部
１３および無線送信部３１への電力が遮断されている電力供給状態を意味する。
【００２７】
　なお、磁界発生装置２０が磁界信号Ｆを発生してから、カプセル型内視鏡１０が起動し
、画像データ信号を無線信号Ｓとして送信するまでには一定の時間、例えば１～１０秒間
、を要する。このため状態判定部４５は磁界信号Ｆを発生してから、前記一定の時間以上
の時間を経過してから判定を行う。
【００２８】
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　表示部４８は、体内観察システム１の操作者がカプセル型内視鏡１０の状態、すなわち
起動状態が停止状態のいずれの状態であるかが識別できれば良く、液晶パネルもしくはＬ
ＥＤなどの表示素子または、文字、もしくは色での表示などの表示形態などに限定はない
。なお、表示部４８に代えて、または表示部４８と併用して、音または振動を用いても良
い。すなわち、表示部４８は、体内観察システム１の操作者がカプセル型内視鏡１０の状
態を認識可能な告知部の一例である。
【００２９】
　次に図５を用いて、体内観察システム１における信号について説明する。図５は体内観
察システム１における種々の信号の関係を説明するためのタイムチャートで、横軸は時刻
を縦軸は、各信号の状態を示している。
【００３０】
　図５において、期間Ｔ１（時刻ｔ１から時刻ｔ２）の間は、磁界発生装置２０が発生し
た磁界信号Ｆがカプセル型内視鏡１０に印加されている。期間Ｔ２（時刻ｔ２から時刻ｔ
３）の間は、磁界発生装置２０からの磁界信号Ｆの発生が停止されている。同様に、期間
Ｔ４の間は、磁界信号Ｆの発生と停止とが繰り返されている。
【００３１】
　まず、時刻ｔ１に磁界発生装置２０から交流磁界が発生されると、磁界検知部１１の二
次側コイル３６Ａの両端に電磁誘導により交流電流が発生する。そして整流回路により直
流電流に変換され、ノードＮ１の電位（V1）は上昇し、ハイレベルとなる。時刻ｔ２に交
流磁界の発生が停止すると、平滑用コンデンサ３７に蓄積されていた電荷が抵抗３４を介
し放電されノードＮ１の電圧はローレベルとなる。以降、交流磁界の発生、停止が繰り返
されるたびに、ノードＮ１の電圧はハイレベルとローレベルとを繰り返す。
【００３２】
　磁界検知部１１の出力した電気信号は分周回路１２に入力され、分周回路１２の出力（
ノードＮ２）は交流磁界が発生開始した時刻ｔ１からノードＮ１の電圧が上昇し、分周回
路１２がノードＮ１の電圧をハイレベルと検知した時刻ｔ１ａにおいて分周回路１２の出
力端子（ノードＮ２）の電位Ｖ２はハイレベルからローレベルへと反転する。分周回路１
２の出力端子（ノードＮ２）は電源供給スイッチ（Ｐチャネル型ＦＥＴ）１４のゲートに
接続されているため、（ノードＮ２）の電位Ｖ２がハイレベルからローレベルへと反転し
たタイミングで電源供給スイッチ（Ｐチャネル型ＦＥＴ）１４はオン状態となり、電池１
５から主機能部１７への電力供給が開始される。つまり、時刻ｔ１ａにおいてカプセル型
内視鏡１０が起動される。
【００３３】
　分周回路１２の出力端子（ノードＮ２）の電位Ｖ２は交流磁界が停止した時刻ｔ２から
電圧は下降し、ローレベルとなるが、このとき、分周回路１２の出力端子（ノードＮ２）
の電位Ｖ２は変化せず、ローレベルを維持する。したがって、カプセル型内視鏡１０も起
動状態を維持する。
【００３４】
　次に、交流磁界が発生開始した時刻ｔ３から再び（ノードＮ１）の電圧が上昇し、分周
回路１２が（ノードＮ１）の電圧をハイレベルと検知した時刻ｔ３ａにおいて分周回路１
２の出力端子（ノードＮ２）の電位Ｖ２はローレベルからハイレベルレベルへと反転する
。このとき、電源供給スイッチ（Ｐチャネル型ＦＥＴ）１４はオン状態からオフ状態へと
変化し、時刻ｔ３ａにおいてカプセル型内視鏡１０が停止される。
　以上の説明のように、電源供給制御部１６は電池１５から主機能部１７への電力供給状
態をトグル動作で制御する
【００３５】
　次に、図６のフローチャートを用いて本実施の形態の体内観察システム１の処理の流れ
について説明する。
【００３６】
＜ステップＳ１０＞　制御信号発生指示ステップ
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　最初に、磁界信号Ｆを発生する指示のために操作スイッチ４２が操作者により操作され
る。体内観察システム１において操作者は基本的に操作スイッチ４２を１回、例えば押圧
操作するだけでよいため、操作が簡単である。
【００３７】
＜ステップＳ１１＞　
　無線受信部４４がカプセル型内視鏡１０から無線信号Ｓの受信を試みて、状態判定部４
５は、無線信号Ｓの有無からカプセル型内視鏡１０の体内観察部１３への電力供給状態を
判定する。すなわち、無線信号Ｓが受信できた場合（Ｙｅｓ）には、状態判定部４５はカ
プセル型内視鏡１０が起動状態であると判定する。一方、無線信号Ｓが受信できなかった
場合（Ｎｏ）には、状態判定部４５はカプセル型内視鏡１０が停止状態であると判定する
。
【００３８】
＜ステップＳ１２＞　
　カプセル型内視鏡１０が停止状態だった場合には、状態判定部４５は停止状態にあるこ
とを操作者に知らせるために表示部４８に、（停止）表示を行う。表示部４８にカプセル
型内視鏡１０の状態が表示されるため操作者は確実に状態を認識できる。
【００３９】
＜ステップＳ１３＞　制御信号発生ステップ／制御信号継続発生ステップ
　磁界発生制御部４３は、操作スイッチ４２の指示にもとづき、磁界発生部４６を制御し
て磁界信号Ｆを発生する。磁界発生部４６は、操作スイッチ４２が押圧操作されている間
のみ磁界信号Ｆを連続して発生しても良いし、操作スイッチ４２の押圧操作後、所定時間
、例えば０．１～１０秒間だけ磁界信号Ｆを発生させた後、停止しても良い。
【００４０】
　カプセル型内視鏡１０の磁界検知部１１が、磁界信号Ｆを検知した場合、前述したよう
に主機能部１７に電力供給が行われ、カプセル型内視鏡１０は起動状態となる。起動した
カプセル型内視鏡１０は撮像を開始し、撮像した画像データ信号を無線送信部３１を介し
てカプセル型内視鏡１０の外部へ送信する。
【００４１】
＜ステップＳ１４＞状態判定ステップ
　磁界発生装置２０が発生した磁界信号Ｆを受信して、カプセル型内視鏡１０が起動した
と状態判定部４５が判定した場合、言い換えればカプセル型内視鏡１０の電力供給状態が
変化した判定した場合、すなわち、無線受信部４４が無線信号Ｓを受信できた場合（Ｙｅ
ｓ）には、体内観察システム１の処理はステップＳ１５に移行する。
【００４２】
　ここで、磁界発生装置２０が磁界信号Ｆを発生したにも関わらず、カプセル型内視鏡１
０が起動しない場合がある。例えば、体内にあるカプセル型内視鏡１０と磁界発生部４６
との距離が長い場合、または、磁界発生部４６が発生した磁界の方向と磁界検知部１１の
受信感度の指向性との関係が悪かった場合等には、磁界検知部１１が受信する信号強度が
不足し、カプセル型内視鏡１０が起動しない場合がある。
【００４３】
　本実施の形態の体内観察システム１では、このような場合、無線受信部４４が無線信号
Ｓを受信できない（Ｎｏ）ため、状態判定部４５はカプセル型内視鏡１０が未だ停止状態
にある、言い換えればカプセル型内視鏡１０の電力供給状態が変化しないと判定する。す
ると体内観察システム１の処理はステップＳ１３に戻り、磁界発生制御部４３は、磁界発
生部４６を制御して、自動的に再度、磁界信号Ｆを所定時間、例えば０．１～１０秒間発
生する。すなわち、本実施の形態の磁界発生制御部４３は、操作スイッチ４２の指示と状
態判定部４５の判定結果とにもとづき、断続的に複数回の磁界信号Ｆを発生するように磁
界発生部４６を制御する。
【００４４】
　ここで断続的とは、中断時間を介して複数回の磁界発生を行うことであり、中断時間は
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状態判定部４５が処理を行うための時間に限られるものではなく、それより長い時間であ
る例えば１～１０秒間程度でもよい。
【００４５】
　そして、磁界発生装置２０は、ステップＳ１４において、カプセル型内視鏡１０が起動
したと判定されるまで、ステップＳ１３の処理とステップＳ１４の処理とを繰り返す。
【００４６】
＜ステップＳ１５＞　告知ステップ
　状態判定部４５は、カプセル型内視鏡１０が起動したと判定した場合（Ｓ１４：Ｙｅｓ
）、表示部４８に、（起動中）表示を行う。
【００４７】
　ステップＳ１２～Ｓ１５の処理は停止状態にあったカプセル型内視鏡１０を起動すると
きの動作であったが、ステップＳ１６からの処理は起動状態にあるカプセル型内視鏡１０
を停止するときの動作である。
【００４８】
　体内観察システム１は、前述したように、磁界発生装置２０からの磁界信号Ｆを受信す
るたびに、電力供給状態が切り替わり、カプセル型内視鏡１０は停止状態から起動状態へ
、または、起動状態から停止状態へと制御される。したがって、起動状態にあるカプセル
型内視鏡１０を停止する動作は、停止状態にあるカプセル型内視鏡１０を起動する動作と
基本的には同様であるため、以下は簡単に説明する。
【００４９】
＜ステップＳ１６＞
　カプセル型内視鏡１０が起動状態だった場合には、状態判定部４５は表示部４８に、（
起動）表示を行う。
【００５０】
＜ステップＳ１７＞制御信号発生ステップ／制御信号継続発生ステップ
　磁界発生制御部４３は、操作スイッチ４２の指示にもとづき、磁界発生部４６を制御し
て磁界信号Ｆを発生する。
【００５１】
＜ステップＳ１８＞状態判定ステップ
　磁界発生装置２０は、ステップＳ１８において、カプセル型内視鏡１０が停止したと判
定される（Ｓ１８：Ｎｏ）まで、ステップＳ１７の処理とステップＳ１８の処理とを繰り
返す。
【００５２】
＜ステップＳ１９＞
　状態判定部４５は、カプセル型内視鏡１０が停止したと判定した場合（Ｓ１８：Ｎｏ）
、表示部４８に、（停止中）表示を行う。
【００５３】
　なお、前述したように、カプセル型内視鏡１０が受信する磁界信号Ｆの信号強度が弱い
ために、磁界検知部１１が磁界信号Ｆを検知できず、カプセル型内視鏡１０が起動しない
場合もある。このため、磁界発生制御部４３は、の発生回数の増加に応じて、磁界信号Ｆ
の信号強度を強くするように磁界発生部４６を制御することにより、カプセル型内視鏡１
０の起動を、より確実に行うことができる。
【００５４】
　あるいは、磁界検知部１１の共振周波数の変化により磁界検知部１１が磁界信号Ｆを検
知できず、カプセル型内視鏡１０が起動しない場合もある。この場合には磁界発生制御部
４３は、磁界信号Ｆの発生回数の増加に応じて、磁界信号Ｆの周波数を変化するように磁
界発生部４６を制御してもよい。
【００５５】
　磁界信号Ｆの信号強度を強くするには、磁界発生部４６の一次側コイル４９Ａに印加す
る電流を増加する。電流の増加の程度は適宜設定されるが、例えば再度、磁界信号Ｆを発
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生するたびに電流を１０～５０％増加する。もちろん印加する電流の上限値は予め設定さ
れており上限値を超える電流が一次側コイル４９Ａに印加されることはない。
【００５６】
　また、カプセル型内視鏡１０または磁界発生装置２０の故障などにより、磁界発生装置
２０が磁界信号Ｆを繰り返し発生し続ける場合は、操作者は図示していない強制停止スイ
ッチの操作により、強制的に磁界信号Ｆの発生を停止させても良い。
【００５７】
　以上の説明のように、本実施の形態の体内観察システム１は、カプセル型内視鏡１０の
起動操作および停止操作を確実に、かつ簡単に行うことのできる。体内観察システム１は
、制御信号として用いた交流磁界が体内を透過するため、操作者は体内にあるカプセル型
内視鏡１０の起動操作および停止操作を体外の磁界発生装置２０を用いて可能である。そ
して体内観察システム１は、強力な永久磁石を必要とせずに、簡単な方法によりカプセル
型内視鏡１０の起動および停止の制御を容易かつ自由に行えるため、電池の消耗を防ぐと
ともに診断性の向上が期待できる。
【００５８】
　さらに、体内観察システム１は制御信号として交流磁界を用いるため、直流磁界をリー
ドスイッチで検知する公知の体内観察システムよりも小型化および省電力化が可能である
。すなわち、交流磁界を検出する受信アンテナ３５はリードスイッチよりも高感度、すな
わち微弱な磁界を検知できるためである。さらに磁界検知部１１は、磁界を検知するため
の電源が不要である。さらに、分周回路１２をＣＭＯＳ回路で構成すれば、カプセル型内
視鏡１０内の電池を消耗することなく交流信号を検知することが可能となる。
【００５９】
　なお、以上の説明では、カプセル型内視鏡１０が起動状態か停止状態かを状態判定部４
５が判定するための起動情報信号として、無線送信部３１からの無線信号Ｓである画像デ
ータ信号を用いた場合について説明したが、カプセル型内視鏡１０が起動状態において、
外部に伝送可能な信号であれば他の信号でも良く、画像データ信号に限定されるものでは
ない。
【００６０】
　また、起動停止信号である制御信号として交流磁界を用いた例示したが、制御信号はこ
れに限るものではなく、光信号、音信号、または無線信号のいずれかひとつ、または２以
上の組み合わせを用いてもよい。
【００６１】
　ここで、電力の供給の開始／停止を外部からの制御信号により制御するカプセル型内視
鏡を用いての診断または観察について簡単に説明する。
　まず、収納ケースに収納されたカプセル型内視鏡をケースから取り出す。
　ケースから取り出したカプセル型内視鏡に制御信号を印加してカプセル型内視鏡を起動
させ、動作確認を行った後、被験者にカプセル型内視鏡を飲み込んでもらい、観察または
診断を開始する。ここで、収納ケースから取り出してからカプセル型内視鏡を起動させて
いるが、収納ケースに収納された状態のカプセル型内視鏡に対して制御信号を印加するこ
とで起動後にカプセル型内視鏡を収納ケースから取り出して被験者に飲み込んでもらって
も良い。
【００６２】
　一旦、観察または診断を開始したら、操作者はカプセル型内視鏡をそのまま起動させて
おいても良いし、あるいはすでに説明したように、外部からの制御信号の印加によりカプ
セル型内視鏡の起動および停止の制御を自由に行っても良い。例えば、操作者は観察不要
の部位をカプセル型内視鏡が通過している期間はカプセル型内視鏡の動作を停止し、所望
の部位に達したときに外部からの制御信号の印加によりカプセル型内視鏡を起動させて観
察または診断しても良い。
【００６３】
　このように、観察不要な部位を通る期間にはカプセル型内視鏡の動作を停止させておき
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、所望の部位に達したときにカプセル型内視鏡を起動することにより、電池の消耗を防ぎ
、所望の部位の観察または診断を確実に行えることができ、診断性の向上が期待できる。
【００６４】
　すなわち、本実施の形態によれば、簡単な方法によりカプセル型内視鏡の起動および停
止の制御を容易かつ自由に行えるため、電池の消耗を防ぎ、診断性の向上が期待できる。
【００６５】
＜第２の実施の形態＞
　次に、図７および図８を用いて、本発明の第２の実施の形態の体内観察システム１Ａに
ついて説明する。なお本実施の形態の体内観察システム１Ａは、第１の実施の形態の体内
観察システム１と類似しているため同じ機能の構成要素には同じ符号を付し説明は省略す
る。　
【００６６】
　すでに説明したように磁界発生装置２０Ａの設置状態によっては磁界発生部４６とカプ
セル型内視鏡１０の磁界検知部１１との相対位置関係が悪く、磁界検知部１１が磁界信号
Ｆを受信できない場合がある。その場合には磁界信号Ｆを断続的に発生し続けてもカプセ
ル型内視鏡１０を制御することができないばかりでなく、磁界発生装置２０Ａの例えば内
蔵電池を消耗してしまう。
【００６７】
　上記問題を解決するために、図７に示す本実施の形態の体内観察システム１Ａの磁界発
生装置２０Ａは、最大発生回数設定部４７を有する。操作者は最大発生回数設定部４７を
用いて磁界発生部４６が１回の操作スイッチ４２の操作に対して発生する磁界信号Ｆの最
大発生回数を予め設定する。なお、最大発生回数設定部４７は磁界発生装置２０Ａの製造
時等に設定されていてもよい。
【００６８】
　体内観察システム１Ａの磁界発生制御部４３Ａは、最大発生回数設定部４７を介して予
め設定された磁界信号Ｆの最大発生回数と、実際の磁界信号Ｆの発生回数を比較し、発生
回数が最大発生回数に達した場合には、磁界発生部１８の駆動を停止する。すなわち、実
際の発生回数が予め設定された磁界信号Ｆの最大発生回数に達したら、カプセル型内視鏡
１０の状態の変化の有無に関わらず、磁界信号Ｆの発生を停止する。
【００６９】
　次に、図８のフローチャートを用いて本実施の形態の体内観察システム１Ａの処理の流
れについて説明する。なお、以下の説明において第１の実施の形態の体内観察システム１
と同じ動作の説明は簡単に行う。
【００７０】
＜ステップＳ２０＞　発生指示ステップ
　最初に、磁界信号Ｆを発生する指示のために操作スイッチ４２が操作者により操作され
る。
【００７１】
＜ステップＳ２１＞　初期化ステップ
　磁界信号Ｆの発生回数Ｎが初期化される。発生回数Ｎは、例えば磁界発生制御部４３Ａ
の図示しないカウンタに記憶されている。なお最大発生回数Ｍは予め最大発生回数設定部
４７に設定されている。
【００７２】
＜ステップＳ２２＞　
　無線受信部４４がカプセル型内視鏡１０から無線信号Ｓの受信を試みて、状態判定部４
５は、無線信号Ｓの有無からカプセル型内視鏡１０の体内観察部１３への電力供給状態を
判定する。すなわち、無線信号Ｓが受信できた場合（Ｙｅｓ）には、状態判定部４５はカ
プセル型内視鏡１０が起動状態であると判定する。一方、無線信号Ｓが受信できなかった
場合（Ｎｏ）には、状態判定部４５はカプセル型内視鏡１０が停止状態であると判定する
。



(13) JP 2010-240252 A 2010.10.28

10

20

30

40

50

【００７３】
＜ステップＳ２３＞　
　カプセル型内視鏡１０が停止状態だった場合には、状態判定部４５は表示部４８に、（
停止）表示を行う。
【００７４】
＜ステップＳ２４＞　制御信号発生ステップ／制御信号継続発生ステップ
　磁界発生制御部４３は、操作スイッチ４２の指示にもとづき、磁界発生部４６を制御し
て磁界信号Ｆを発生する。
【００７５】
　カプセル型内視鏡１０の磁界検知部１１が磁界信号Ｆを検知した場合にはカプセル型内
視鏡１０は起動状態となる。起動したカプセル型内視鏡１０は撮像を開始し、撮像した画
像データ信号を無線送信部３１を介してカプセル型内視鏡１０の外部へ送信する。
【００７６】
＜ステップＳ２５＞　発生回数カウントステップ
　磁界発生制御部４３Ａの図示しないカウンタが、磁界信号Ｆの発生回数Ｎを１だけカウ
ントアップする。
【００７７】
＜ステップＳ２６＞　状態判定ステップ
　磁界発生装置２０が発生した磁界信号Ｆを受信して、カプセル型内視鏡１０が起動した
場合、すなわち、無線受信部４４が無線信号Ｓが受信できた場合（Ｙｅｓ）、体内観察シ
ステム１Ａの処理はステップＳ２８に移行する。
【００７８】
　ここで、磁界発生装置２０が磁界信号Ｆを発生したにも関わらず、カプセル型内視鏡１
０が起動しない場合、すなわち、無線受信部４４が無線信号Ｓが受信できない場合には（
Ｎｏ）、状態判定部４５はカプセル型内視鏡１０の状態が変化しない、すなわち未だ停止
状態にあると判定する。
【００７９】
＜ステップＳ２７＞　発生回数比較ステップ
　磁界発生制御部４３Ａは、カウンタの磁界信号Ｆの発生回数Ｎと最大発生回数設定部４
７により設定された最大発生回数Ｍとを比較する。そして、発生回数Ｎが最大発生回数Ｍ
未満の場合（Ｎｏ）には体内観察システム１Ａの処理はステップＳ２４に戻り、磁界発生
制御部４３は、磁界発生部４６を制御して、自動的に再度、磁界信号Ｆを発生する。そし
て、磁界発生装置２０は、ステップＳ２６において、カプセル型内視鏡１０が起動したと
判定されるまで、ステップＳ２４からステップＳ２７の処理を繰り返す。
【００８０】
　これに対して、発生回数Ｎが最大発生回数Ｍの場合（Ｎｏ）には体内観察システム１Ａ
は、処理を中止する。なお、このとき磁界発生装置２０は、操作者に対して、磁界発生部
４６の位置または向きを変えた後に操作スイッチ４２の再操作行うように促す旨の表示等
を行っても良い。
【００８１】
＜ステップＳ２８＞　告知ステップ
　状態判定部４５は、カプセル型内視鏡１０が起動したと判定した場合（Ｓ２６：Ｙｅｓ
）、表示部４８に、（起動中）表示を行う。
【００８２】
＜ステップＳ２９＞
　ステップＳ２３～Ｓ２８の処理は停止状態にあったカプセル型内視鏡１０を起動すると
きの動作であったが、ステップＳ２９からの処理は起動状態にあるカプセル型内視鏡１０
を停止するときの動作である。起動状態にあるカプセル型内視鏡１０を停止する動作は、
停止状態にあるカプセル型内視鏡１０を起動する動作と基本的には同様であるため、以下
は簡単に説明する。
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【００８３】
＜ステップＳ２９＞　
　カプセル型内視鏡１０が起動状態だった場合には、状態判定部４５は表示部４８に、（
起動中）表示を行う。
【００８４】
＜ステップＳ３０＞　制御信号発生ステップ／制御信号継続発生ステップ
　磁界発生制御部４３は、操作スイッチ４２の指示にもとづき、磁界発生部４６を制御し
て磁界信号Ｆを発生する。
【００８５】
　カプセル型内視鏡１０の磁界検知部１１が磁界信号Ｆを検知した場合にはカプセル型内
視鏡１０は起動状態となる。起動したカプセル型内視鏡１０は撮像を開始し、撮像した画
像データ信号を無線送信部３１を介してカプセル型内視鏡１０の外部へ送信する。
【００８６】
＜ステップＳ３１＞　発生回数カウントステップ
　磁界発生制御部４３Ａの図示しないカウンタが、磁界信号Ｆの発生回数Ｎを１だけカウ
ントアップする。
【００８７】
＜ステップＳ３２＞　状態判定ステップ
　磁界発生装置２０が発生した磁界信号Ｆを受信して、カプセル型内視鏡１０が停止した
場合、すなわち、無線受信部４４が無線信号Ｓが受信できなかった場合（Ｎｏ）、体内観
察システム１Ａの処理はステップＳ３４に移行する。
【００８８】
　ここで、磁界発生装置２０が磁界信号Ｆを発生したにも関わらず、カプセル型内視鏡１
０が停止しない場合、すなわち、無線受信部４４が無線信号Ｓを受信した場合には（Ｙｅ
ｓ）、状態判定部４５はカプセル型内視鏡１０の状態が変化せず未だ起動状態にあると判
定する。
【００８９】
＜ステップＳ３３＞　発生回数比較ステップ
　磁界発生制御部４３Ａは、カウンタの磁界信号Ｆの発生回数Ｎと最大発生回数設定部４
７により設定された最大発生回数Ｍとを比較する。そして、発生回数Ｎが最大発生回数Ｍ
未満の場合（Ｎｏ）は体内観察システム１Ａの処理はステップＳ２４に戻り、磁界発生制
御部４３Ａは、磁界発生部４６を制御して、自動的に再度、磁界信号Ｆを発生する。そし
て、磁界発生装置２０は、ステップＳ３２において、カプセル型内視鏡１０が停止したと
判定されるまで、ステップＳ３０からステップＳ３３の処理を繰り返す。
【００９０】
　これに対して、発生回数Ｎが最大発生回数Ｍになった場合（Ｎｏ）は体内観察システム
１Ａは、処理を中止する。
【００９１】
＜ステップＳ３４＞　告知ステップ
　状態判定部４５は、カプセル型内視鏡１０が停止したと判定した場合（Ｓ３２：Ｙｅｓ
）、表示部４８に、（停止）表示を行う。
【００９２】
　なお、停止状態にあるカプセル型内視鏡１０を起動するときの最大発生回数と起動状態
にあるカプセル型内視鏡１０を停止するときの最大発生回数とは、同一回数に設定しても
よいし、異なる回数に設定しても良い。
【００９３】
　本実施の形態の体内観察システム１Ａは第１の実施の形態の体内観察システム１と同様
の効果を有する。さらに、本実施の形態の体内観察システム１Ａは、磁界信号Ｆの発生が
、予め設定した最大発生回数にて自動的に停止する、すなわち、最大発生回数以上の回数
の磁界信号Ｆを発生しないため、磁界発生装置２０の電力消費を抑えることができる。
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【００９４】
　すなわち、体内観察システム１Ａは、簡単な方法によりカプセル型内視鏡１０の起動お
よび停止の制御を容易かつ自由に行え、かつカプセル型内視鏡１０の電池の浪費を防ぐた
めに、診断性の向上が期待でき、さらに磁界発生装置２０の消費電力を低減できる効果を
有する。
【００９５】
＜第３の実施の形態＞
　次に、図９を用いて、本発明の第３の実施の形態の体内観察システム１Ｂについて説明
する。なお本実施の形態の体内観察システム１Ｂは、第１の実施の形態の体内観察システ
ム１と類似しているため同じ機能の構成要素には同じ符号を付し説明は省略する。　
【００９６】
　図９に示すように、体内観察システム１Ｂの磁界発生装置２０Ｂは、３個の磁界発生部
４６Ａ、４６Ｂおよび４６Ｃを有しており、それぞれの磁界発生部は、それぞれの駆動部
（不図示）にて駆動される。ここで、磁界発生部４６Ａと磁界発生部４６Ｂと磁界発生部
４６Ｃとは、カプセル型内視鏡１０に対して、それぞれ異なる位置に配置され、カプセル
型内視鏡１０に異なる方向からそれぞれの磁界信号Ｆ１～Ｆ３を印加する。
【００９７】
　すなわち、３個の磁界発生部４６Ａ、４６Ｂおよび４６Ｃの、それぞれの一次側コイル
（不図示）が例えば、互いに直交する方向に磁界信号Ｆ１～Ｆ３を発生するように配置さ
れている。
【００９８】
　体内観察システム１Ｂの磁界発生制御部４３Ｂは複数の磁界発生部４６Ａ、４６Ｂおよ
び４６Ｃが順に磁界信号Ｆを発生するように制御する。すなわち、操作スイッチ４２の指
示をうけて、磁界発生制御部４３Ｂは最初に磁界発生部４６Ａから磁界信号Ｆを所定時間
、発生する。そして、すでに説明したように、カプセル型内視鏡１０の状態、すなわち、
主機能部１７への電力供給状態が変化したかどうかを状態判定部４５が判定する。電力供
給状態が変化していない場合には、磁界発生制御部４３Ｂは再び磁界信号Ｆを発生するが
、そのとき、体内観察システム１Ｂの磁界発生制御部４３Ｂは、最初に磁界を発生した磁
界発生部４６Ａとは異なる磁界発生部４６Ｂから磁界信号Ｆを発生するように制御する。
そして、状態判定部４５が電力供給状態が変化していないと判定した場合には、磁界発生
制御部４３Ｂは、さらに別の磁界発生部４６Ｃから磁界信号Ｆを発生するように制御する
。すなわち、磁界発生制御部４３Ｂは断続的に複数回の磁界信号Ｆを発生するときに、複
数の磁界発生部４６Ａ、４６Ｂおよび４６Ｃを順に用いる。
【００９９】
　すでに説明したように、磁界発生部１８が発生する磁界信号Ｆの方向と磁界検知部１１
の検知感度の指向性と相対関係により、磁界検知部１１が受信する信号強度が不足し、カ
プセル型内視鏡１０が起動しない、あるいは停止しない場合がある。
【０１００】
　しかし体内観察システム１Ｂでは、複数個の磁界発生部４６Ａ、４６Ｂおよび４６Ｃが
、それぞれ異なる方向からカプセル型内視鏡１０に磁界信号Ｆを印加するため、体内観察
システム１より確実にカプセル型内視鏡１０の起動制御または停止制御が可能である。ま
た、体内観察システム１Ｂでは、複数の磁界発生部４６Ａ、４６Ｂおよび４６Ｃが異なっ
た位置および方向に配置されているため、カプセル型内視鏡１０が制御できない場合でも
、第２の実施の形態の体内観察システム１Ａのように、操作者が磁界発生部の位置または
向きを変える必要がなく、操作が簡単である。
　さらに、複数個の磁界発生部４６Ａ、４６Ｂおよび４６Ｃの、いずれかが故障していて
も体内観察システム１Ｂでは、カプセル型内視鏡１０を制御できる。
【０１０１】
　なお体内観察システム１Ｂでは３個の磁界発生部４６Ａ、４６Ｂおよび４６Ｃを有する
場合について説明したが、これに限定されるものではなく、複数個の磁界発生部を有して
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いればよい。
【０１０２】
　さらに、上記説明では、複数個の磁界発生部４６Ａ、４６Ｂおよび４６Ｃを順に駆動し
て、時系列的に異なる時間に、それぞれの磁界発生部が磁界信号Ｆを発生する場合につい
て説明したが、複数の磁界発生部の２個以上から同時に磁界信号Ｆを発生させてもよい。
【０１０３】
　本実施の形態の体内観察システム１Ｂは、第１の実施の形態の体内観察システム１が有
する効果に加えて、より確実に、そして簡単に、カプセル型内視鏡１０の起動制御および
停止の制御を行うことができる。
【０１０４】
＜第４の実施の形態＞
　次に、図１０を用いて、本発明の第４の実施の形態の体内観察システム１Ｃについて説
明する。なお本実施の形態の体内観察システム１Ｃは、第１の実施の形態の体内観察シス
テム１等と類似しているため同じ機能の構成要素には同じ符号を付し説明は省略する。　
【０１０５】
　図１０に示すように、体内観察システム１Ｃの磁界発生装置２０Ｃは、第１の操作スイ
ッチ４２Ａと第２の操作スイッチ４２Ｂとを有する。そして、第１の操作スイッチ４２Ａ
は起動操作専用の操作スイッチであり、第２の操作スイッチ４２Ｂは停止操作専用の操作
スイッチである。すなわち、第１の操作スイッチ４２Ａは、カプセル型内視鏡１０の起動
操作を行うとき、操作者が操作するスイッチであり、第２の操作スイッチ４２Ｂは、カプ
セル型内視鏡１０の停止操作を行うとき、操作者が操作するスイッチである。
【０１０６】
　そして、磁界発生制御部４３Ｃは、第１の操作スイッチ４２Ａの指示があり、かつ、状
態判定部４５の判定したカプセル型内視鏡が停止状態、すなわち主機能部１７への電力供
給状態が遮断状態の場合、または、第２の操作スイッチ４２Ｂの指示があり、かつ、状態
判定部４５の判定したカプセル型内視鏡が起動状態、すなわち主機能部１７への電力供給
状態が供給状態の場合のいずれかの場合にのみ、磁界発生部４６が磁界信号Ｆを発生する
ように制御する。
【０１０７】
　すでに説明したように、磁界発生制御部４３Ｃは電力供給状態をトグル動作で制御する
。このため、操作者がカプセル型内視鏡１０の状態を誤って認識している場合には、操作
者が意図しない操作を行ってしまうことがある。例えば、操作者がカプセル型内視鏡１０
を起動するために、操作スイッチを操作したときに、すでにカプセル型内視鏡１０が起動
状態にあった場合には、逆にカプセル型内視鏡１０を停止させてしまう。
【０１０８】
　これに対して、本実施の形態の体内観察システム１Ｃでは、操作者が、カプセル型内視
鏡１０を起動するために、起動操作用の第１の操作スイッチ４２Ａを操作したときに、カ
プセル型内視鏡１０がすでに起動状態にあった場合、磁界発生制御部４３Ｃは、第１の操
作スイッチ４２Ａの操作を受け付けずに、磁界信号Ｆを発生させない。同様に、操作者が
、カプセル型内視鏡１０を停止するために、停止用操作用の第２の操作スイッチ４２Ｂを
操作したときに、カプセル型内視鏡１０がすでに停止状態にあった場合、磁界発生制御部
４３Ｃは、第２の操作スイッチ４２Ｂの操作を受け付けずに、磁界信号Ｆを発生させない
。
【０１０９】
　このため、体内観察システム１Ｃでは、カプセル型内視鏡１０が、操作者の意図に反し
た動作状態になってしまうことがない。本実施の形態の体内観察システム１Ｃは、第１の
実施の形態の体内観察システム１等が有する効果に加えて、操作者の意図に反したカプセ
ル型内視鏡１０の起動あるいは停止を防止することができる。
【０１１０】
　なお、本発明に係わるカプセル型内視鏡１０は、被検者の体内にある場合だけでなく、
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【０１１１】
　また、上記それぞれの実施の形態で説明した各機能、動作または処理等は、別の実施の
形態の体内観察システムにおいて用いることも可能である。
【０１１２】
　また上記説明は、体内観察装置としてカプセル型内視鏡１０を例に説明したが、本発明
の体内観察装置は、視覚による観察だけでなく被検体の体内の各種情報を観察可能な消化
器液採取用カプセル型医療装置、カプセル型体温センサまたはカプセル型ｐＨセンサのよ
うな各種カプセル型生体情報取得装置に適用できる。
【０１１３】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等ができる。
【符号の説明】
【０１１４】
１、１Ａ～１Ｃ…体内観察システム、１０…カプセル型内視鏡、１１…磁界検知部、１２
…分周回路、１３…体内観察部、１４…電源供給スイッチ、１５…電池、１６…電源供給
制御部、１７…主機能部、１８…磁界発生部、２０、２０Ａ～２０Ｃ…磁界発生装置、３
１…無線送信部、３１Ａ…送信アンテナ、３２…照明部、３３…撮像部、３４…抵抗、３
５…受信アンテナ、３６Ａ…二次側コイル、３６Ｂ…二次側コンデンサ、３７…平滑用コ
ンデンサ、３８…ダイオード、４２…操作スイッチ、４２Ａ…第１の操作スイッチ、４２
Ｂ…第２の操作スイッチ、４３、４３Ａ～４３Ｃ…磁界発生制御部、４４…無線受信部、
４４Ａ…受信アンテナ、４５…状態判定部、４６、４６Ａ～４６Ｃ…磁界発生部、４７…
最大発生回数設定部、４８…表示部、４９Ａ…一次側コイル、４９Ｂ…一次側コンデンサ
、４９Ｃ…駆動部

【図１】 【図２】

【図３】
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